




























































































時間は SG群よりも短かった．そのために FG群は，腰を FC時以前から投手方向に回転さ
せるスイング開始の準備動作のようなことを行うことで可能にしており，これらの動作を指
導者は重要な着眼点としていることが示唆された． 
【総合考察】 
総合考察では，研究課題 1と研究課題 2で得られた，指導者が共通に認識している着眼点と
キネマティクス的な評価を総合的に検討することで，打撃指導における着眼点に内包する指導
に応用可能な意味を明らかにすることを目的とした． 
その結果，以下のことが明らかになった． 
① 指導者が共通して認識している一般的な着眼点は，「投手に合わせてタイミングをはかり，
姿勢を安定させる」など，抽象度が高い包括的な意味内容の指導が多いものの，キネマティ
クス的データによって説明しようとすると，「投手のリリースと打者が踏出脚を踏出すタイ
ミングの差」や「踏出脚の関節角度」，「軸脚の関節角度」など，複数のデータから説明する
必要があった． 
② 指導者の着眼点と客観的データの共通点を検討することで，指導者が述べる「重心の移動」
を「軸脚の外転動作と踏出脚股関節および膝関節の伸展動作が担っている」など，指導者が
包括的に捉えている着眼点を具体的かつ部分的に説明することができた．さらに，指導者共
通の着眼点にはない「ステップ局面における軸脚股関節の外転動作」の違いが明らかになる
など，新たな着眼点の発見に寄与できる可能性が示唆された． 
③ 指導者が選手の運動を修正しようとする際，選手に複数の着眼点を同時に意識させること
は非常に困難であることから，指導者は包括的な意味内容の指導による動作全体の修正と，
動作全体の修正が困難であった場合の具体的で部分的な修正の視点を持ち，選手に応じて
多様性のある指導を行う必要性が示唆された． 
④ 指導現場において指導者によって指導内容が異なるのは，指導者の着眼点に包括的な意味内
容や部分的な意味内容が混在する中で，それぞれの指導者が経験的に重要だと認識している
意味内容が異なるためであり，その違いが指導者の特徴として表れていることが示唆された． 
 
【結論】 
本研究は野球の打撃において指導者が共通に認識している一般的で包括的な着眼点と指導者
に評価された選手の客観的な動作を総合的に検討することで，打撃指導における着眼点に内包
する応用可能な意味を明らかにし，野球の打撃に関する研究およびコーチングへの示唆を得る
ことを目的とした．以上の結果は，野球の打撃指導における指導者の着眼点として，指導者が
現場で認識している着眼点の一部をキネマティクス的に説明ができることを示しており，指導
現場における主観的な情報を客観的に評価することや，客観的な情報を指導現場に応用するた
めの方法および留意点が明らかにされた．しかし，野球の打撃研究において研究結果を即座に
現場に還元するためには，さらなる基礎データの構築が必要であり，また基礎データの構築に
は指導現場と研究分野が連携し，理論構築にむけて取り組んでいく必要がある．  
